
「
万
骨
枯
る
」

空
間
の
形
成

|
|
陸
軍
墓
地
の
制
度
と
実
態
を
中
心
に
|
|

抄

録

近
代
社
会
を
支
え
た
三
つ
の
柱
は
、
市
場
・
学
校
・
軍
隊
で
あ
る
。
と
り

わ
け
軍
隊
の
意
義
は
大
き
い
。
軍
隊
と
社
会
の
か
か
わ
り
を
究
明
す
る
た
め

の
方
法
と
し
て
、
日
本
最
初
の
企
業
墓
地
と
言
え
る
陸
軍
基
地
を
分
析
対
象

と
す
る
。
数
十
カ
所
の
う
ち
六
鎮
台
(
仙
台
、
東
京
、
名
古
屋
、
大
阪
、
広

島
、
熊
本
)
の
旧
陸
軍
墓
地
の
歴
史
的
経
過
と
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

は

じ

め

に

近
代
国
家
は
、
軍
隊
と
学
校
が
大
き
な
支
柱
だ
っ
た
。
全
て
の
児
童
が
入
る
こ

と
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
は
学
校
で
あ
り
、
全
て
の
男
児
、
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
た
の
が
軍
隊
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
を
く
ぐ
ら
な
け
れ
ば
、
社
会
人
と
し
て
の
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原

敬

田

が
、
本
稿
の
第
一
の
目
的
で
あ
る
。
次
に
、
こ
れ
ら
の
墓
地
の
墓
石
・
墓
標

の
史
料
的
価
値
を
再
検
討
す
る
。
最
後
に
、
陸
軍
基
地
研
究
の
課
題
を
示
す
。

キ
ー
ワ
ー
ド

陸
軍
、
墓
地
、
企
業
墓
地
、
将
校
と
兵
士
、
戦
時
と
平
時

存
立
す
ら
危
う
い
と
す
る
観
念
が
、
近
代
初
頭
に
成
立
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ょ
く

知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
日
本
の
徴
兵
制
は
、
甲
種
合
格
に
な
っ
た
二

O
歳
の
男
子

全
員
が
入
営
す
る
の
で
は
な
く
、
受
検
人
員
全
員
の
二

O
%前
後
が
現
役
兵
と
し

て
入
営
す
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
加
藤
陽
子
氏
に
よ
れ
ば
、
根
こ
そ
ぎ
動
員
の
イ

メ

1
ジ
が
作
ら
れ
る
の
は

一
九
四

0
年
代
の
こ
と
で
あ
り
(
現
役
兵
と
補
充
兵

九
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を
併
せ
て
、
壮
丁
総
数
の
七

0
1八
O
%
)
、
そ
れ
が
戦
後
社
会
の
軍
隊
イ
メ
l

ジ
に
な
っ
て
い
る
。

徴
兵
制
の
実
態
は
そ
う
で
あ
る
の
に
、
社
会
に
は
通
過
儀
礼
と
し
て
の
徴
兵
検

査
、
さ
ら
に
徴
兵
の
観
念
が
成
立
し
て
い
た
。
ま
さ
に
軍
隊
扱
き
に
は
日
本
近
代

は
語
れ
な
い
。

本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う
な
軍
隊
と
社
会
の
関
係
を
考
え
る
入
り
口
の
一
つ
と
し

て
、
従
来
ま
っ
た
く
研
究
史
の
な
い
陸
軍
墓
地
を
と
り
あ
げ
た
。
陸
軍
墓
地
は
、

徴
兵
制
と
ほ
ぼ
同
時
に
設
定
さ
れ
、
一
九
四
五
年
ま
で
は
陸
軍
が
管
理
し
て
い
た
。

法
令
等
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
用
意
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
必
要
な
限
り
触

れ
る
に
と
ど
め
る
。

本
稿
で
は
、
実
態
を
な
る
べ
く
多
く
ま
と
め
た
い
。
陸
軍
基
地
が
全
体
で
何
カ

所
あ
る
の
か
、
ま
だ
把
握
で
き
て
い
な
い
が
、
現
在
筆
者
の
調
査
し
た
の
は
三
三

カ
所
で
、
今
回
は
最
初
の
鎮
台
時
代
六
カ
所
に
限
定
し
て
報
告
す
る
。
そ
れ
ら
の

陸
軍
墓
地
を
、
創
設
時
か
ら
敗
戦
に
至
る
ま
で
の
実
態
に
つ
い
て
出
来
る
限
り
復

元
す
る
こ
と
と
、
現
状
も
紹
介
し
た
い
。
海
軍
基
地
も
同
様
に
設
定
さ
れ
た
が
、

実
態
調
査
が
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
の
で
、
次
稿
に
回
し
た
い
。

陸
軍
墓
地
の
設
定
に
つ
い
て

軍
隊
に
在
職
中
死
亡
す
る
と
、
陸
軍
墓
地
に
埋
葬
す
る
規
定
が
生
ま
れ
た
の
は
、

一
八
七
三
年
五
月
で
あ
る
。

二
年
前
の
一
八
七
一
年
四
月
二
日
(
旧
暦
二
月
三
一
一

日
)
、
政
府
は
鹿
児
島
、
山
口
、
高
知
三
藩
に
親
兵
の
編
成
を
命
じ
、
同
年
六
月

一
O
日
(
同
四
月
一
一
一
三
日
)
地
方
に
軍
隊
を
お
く
た
め
の
鎮
台
を
、
東
山
道
(
本

営
・
石
巻
)
、
西
海
道
(
同
・
小
倉
)
に
初
め
て
設
け
た
。
同
年
七
月
三
一
日
(
同

O 

五
月
二
五
日
)

に
は
、
兵
部
省
に
教
導
団
と
い
う
軍
事
学
校
も
創
設
さ
れ
る
。
こ

れ
ら
の
在
職
者
の
死
亡
埋
葬
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
か
、
不
明
で
あ
る
。

Tこ
だ

一
八
七
三
年
五
月
の
「
陸
軍
省
第
百
八
十
八
」
布
告
に
伴
い
、
埋
葬
地
料

の
下
賜
が
廃
止
に
な
っ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
ま
と
め
て
ど
こ
か
に
葬
る
の
で
は

な
く
、
近
く
の
寺
院
に
埋
葬
を
依
頼
し
て
い
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

一
八
七
三
年
五
月
の
規
定
が
生
ま
れ
る
直
接
の
契
機
は
、
同
年
一
月
一

O
日
の

徴
兵
令
公
布
施
行
を
受
け
て
、
二
月
下
旬
頃
一
斉
に
徴
兵
検
査
が
実
施
さ
れ
、
約

九
四

O
O人
が
各
鎮
台
で
訓
練
を
受
け
始
め
た
こ
と
だ
ろ
う
。
姫
路
の
陸
軍
墓
地

を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
墓
石
に
「
生
兵
」
と
肩
書
を
つ
け
た
も
の
が
多
数
発
見
で

き
た
。
こ
れ
は
、
訓
練
途
中
の
新
兵
の
こ
と
を
指
し
、
慣
れ
な
い
兵
営
生
活
と
厳

し
い
訓
練
で
死
亡
す
る
兵
が
多
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
八
七
三
年
五
月
二
七
日
の
「
陸
軍
省
第
百
八
十
八
」
布
告
は
、
近
衛
局
・
諸

鎮
台
・
兵
学
寮
に
宛
て
て
、

陸
軍
埋
葬
地
之
儀
今
般
音
羽
護
国
寺
近
傍
ニ
相
定
候
条
、
埋
葬
之
節
ハ
同
寺

仁
王
門
ヨ
リ
通
行
可
致
候
。
此
旨
相
達
候
事
。

と
通
知
し
た
。
宛
て
名
が
、
近
衛
局
・
諸
鎮
台
・
兵
学
寮
と
並
ん
で
い
る
か
ら
、

在
東
京
部
隊
・
学
校
全
体
の
陸
軍
埋
葬
地
だ
っ
た
だ
ろ
う
。

こ
の
東
京
の
陸
軍
埋
葬
地
は
、
同
年
七
月
三

O
日
の
「
陸
軍
省
第
三
百
九
十
七
」

布
告
で
、
「
壱
万
拾
四
坪
」
と
示
さ
れ
た
(
図
l
)
。

同
時
期
の
各
鎮
台
の
様
子
が
不
明
だ
が
、

二
年
後
の
一
八
七
五
年
七
月
三
一
日

の
「
陸
軍
省
達
第
三
十
一
号
」
は
、
東
京
・
仙
台
・
名
古
屋
・
大
阪
・
広
島
・
熊

本
各
鎮
台
に
二
三

O
Oか
ら
二
八

O
O坪
の
陸
軍
埋
葬
地
を
設
定
す
る
よ
う
に
指

示
し
て
い
る
。
こ
の
六
カ
所
の
う
ち
、
同
じ
場
所
に
同
じ
広
さ
で
存
続
し
て
い
る



と
思
わ
れ
る
も
の
は
、
仙
台
・
大
阪
の
二
カ
所
し
か
な
い
。
仙
台
の
常
盤
台
霊
園

は
、
二
五

O
O坪
か
ら
拡
大
し
て
三
五

O
O坪
に
な
っ
て
い
る
が
、
陸
軍
基
地
と

一
八
七
五
年
の
規
模
の
ま
ま
推
移
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
て
の
規
模
と
体
裁
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
戦
前
段
階
で
は
各
地
の

陸
軍
墓
地
は
、

陸
軍
墓
地
へ
の
埋
葬
法
に
つ
い
て
は

一
八
七
三
年
二
一
月
二
五
日
、
「
陸
軍

省
第
六
百
四
」
布
告
が
「
下
士
官
兵
卒
埋
葬
法
則
し
を
定
め
た
の
が
、
最
初
で
あ

る
。
こ
れ
が
度
々
改
定
さ
れ
て
、
陸
軍
の
埋
葬
法
と
な
っ
た
。
以
後
、
在
営
中
に

葬
る
こ
と
が
原
則
と
な
っ
た
。

つ
ま
り
、

死
亡
し
た
将
校
・
下
士
官
・
兵
卒
は
、
こ
の
埋
葬
法
則
に
基
づ
き
、
陸
軍
墓
地
に

日
本
近
代
最
初
の
企
業
墓
地
が
こ
こ
に

始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

第
九
大
医
ニ
小
匿
昔

m埋
葬
地

一「ー!z'L扮
固
坪
骨
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音羽埋葬地の図

『法令全書』第6巻

国 1

出典

東
日
本
の
事
例
に
つ
い
て

(
1
)
東
京
鎮
台
|
護
国
寺
境
内

一
で
述
べ
た
よ
う
に
、
東
京
の
陸
軍
埋
葬
地
は
最
も
早
く
設
定
さ
れ
た
。
護
国

寺
の
境
内
を
削
っ
て
一
万
坪
余
り
の
墓
地
が
設
定
さ
れ
た
。
第
一
師
団
だ
け
で
な

く
、
近
衛
師
団
や
在
京
各
部
隊
、
学
校
な
ど
も
在
営
中
の
下
士
官
・
兵
卒
は
皆
こ

こ
に
葬
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
総
数
は
、
二
四

O
O余
人
と
言
わ
れ
、
墓
標
、

墓
石
も
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
数
が
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
現
在
は
後
に
述
べ
る
よ
う

に
四

O
基
の
墓
石
し
か
な
い
。
敗
戦
後
各
地
の
陸
軍
基
地
は
大
幅
に
縮
小
さ
れ
、

墓
標
、
墓
石
等
も
整
理
さ
れ
た
が
、
こ
こ
東
京
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
経

過
は
、
現
在
の
墓
地
の
入
り
口
に
建
て
ら
れ
た
次
の
碑
文
に
よ
り
少
し
分
か
る
。

音
羽
陸
軍
埋
葬
地
英
霊
之
塔
の
由
来

こ
の
地
は
戦
前
、
明
治
以
降
の
近
衛
そ
の
他
の
在
京
部
隊
に
在
籍
し
、
幾

多
の
戦
役
等
で
身
を
挺
し
て
勇
戦
敢
闘
さ
れ
、
国
に
殉
じ
た
二
千
四
百
余
柱

の
英
霊
を
埋
葬
し
た
墓
地
で
し
た
が
、
戦
後
は
護
国
寺
が
管
理
し
て
い
ま
す
。

本
英
霊
之
塔
は
昭
和
三
十
三
年
十
一
月
、
護
国
寺
第
五
十
一
世
岡
本
教
海

大
僧
正
の
建
立
に
よ
る
も
で
中
央
に
英
霊
と
仏
像
を
安
置
し
た
英
霊
之
塔
、

そ
の
周
囲
に
有
縁
墓
地
四
十
を
配
し
て
、
現
在
の
姿
に
改
装
さ
れ
、
殉
国
の

英
霊
の
眠
る
聖
地
と
な
り
ま
し
た
。
毎
年
十
一
月
に
は
、
そ
の
遺
徳
を
偲
び

顕
彰
す
る
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
、
敬
慶
な
感
謝
の
誠
が
捧
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

平
成
七
年
十
一
月
十
一
日

社
団
法
人

日
本
郷
友
連
盟
東
京
都
支
部
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在
郷
軍
人
会
の
継
承
団
体
で

あ
る
日
本
郷
友
連
盟
の
作
成
し

写真 1.護国寺内の東京陸軍基地

た
も
の
と
し
て
は
、
戦
没
者
の

墓
地
と
取
れ
る
文
面
は
い
た
だ

け
な
い
が

一
九
五
七
年
一

月
に
墓
地
の
改
修
が
行
わ
れ
た

」
と
が
判
明
す
る
。
お
そ
ら
く

そ
の
時
に
墓
域
の
縮
小
も
行
わ

れ
た
の
だ
ろ
う
。

東
の
墓
石
群
は
、
東
第
一
列

一
二
基
、
東
第
二
列
八
基
の
墓

石
、
西
の
墓
石
群
は

西
第

墓
石
、
合
計
四

O
基
の
墓
石
が
整
然
と
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
写
真
l
は
、
東
側
の

列
一
二
基
、
西
第
二
列
八
基
の

二
列
を
写
し
た
も
の
で
、
手
前
の
東
第
二
列
は
下
士
官
と
兵
卒
、
後
ろ
の
東
第
一

列
は
将
校
の
墓
石
で
あ
る
。
下
土
官
は
、
高
さ
七
七
セ
ン
チ
、

四
方
。
兵
卒
は
、
高
さ
六
一
セ
ン
チ
、

陸
軍
の
規
格
に
ほ
ぼ
合
致
し
て
い
る
。

一
八
・
五
セ
ン
チ

一
五
・
五
セ
ン
チ
四
方
。
こ
の
大
き
さ
は
、

一
で
述
べ
た
一
八
七
三
年
二
一
月
の
「
下
士
官
兵
卒
埋
葬
法
則
」
を
改
定
し
た
、

葬
一
般
法
則
に
は

一
八
七
四
年
一

O
月
二
二
日
の
「
陸
軍
省
布
第
三
百
六
十
九
号
」
下
士
官
兵
卒
埋

尺
方
五
寸
、

墓
標
ハ
、
下
士
ニ
在
テ
ハ
高
サ
二
尺
五
寸
方
六
寸
、
兵
卒
ニ
在
テ
ハ
高
サ
二

と
あ
っ
て
、
下
士
官
と
兵
卒
は
規
定
の
木
製
の
墓
標

(
場
合
に
よ
っ
て
は
石
製
)
と
さ
れ
た
が
、
当
初
将

校
は
規
定
が
な
く
自
然
石
で
建
て
て
い
る
。
規
格
は

下
士
官

高
さ
七
五
セ
ン
チ
、
方
一
八
セ
ン
チ

兵
卒

高
さ
六

0
セ
ン
チ
、
方
一
五
セ
ン
チ

と
な
り
、
ほ
ぼ
現
存
の
も
の
に
近
似
し
て
い
る
の
で

下
士
官
と
兵
卒
、

さ
ら
に
将
校
の
墓
石
も
戦
前
の
も

の
を
移
設
し
た
と
い
う
碑
文
の
記
述
を
裏
付
け
て
い

る
。
た
だ
、
将
校
も
一
八
九
七
年
八
月
一
七
日
陸
軍

省
令
第
二
二
号
「
陸
軍
埋
葬
規
則
」
に
よ
り
、
規
定

が
設
け
ら
れ
て
い
る
(
表
1
)
。
こ
の
時
各
人
の
墓

地
の
広
さ
も
新
し
く
規
定
さ
れ
た
。
広
さ
は
ど
の
グ

ラ
ス
も
守
ら
れ
て
い
る
が
、
将
校
ク
ラ
ス
が
こ
の
規

格
で
墓
標
を
作
っ
て
い
る
例
は
、
筆
者
の
調
査
で
は

少
な
い
。
も
っ
と
大
き
い
か
、
自
然
石
が
多
い
。

個
人
の
墓
標
だ
け
で
な
く
、
戦
役
の
合
葬
墓
も
一
一

基
移
さ
れ
て
い
る
(
図
2
)
。

A
は
、
「
陸
軍
軍
人
合
葬
之
墓
」
(
正
面
)
で
、
「
満

洲
事
変
死
没
将
校
以
下
L

(

右
側
面
)
「
昭
和
七
年
十
二
月
建 表1.階級別墓域の広さと墓標の大きさ

将校同相当官 上長官 土官 准士官 下土官 兵卒

広さ 3坪 7合 5勺 2坪 5合 2坪 l坪 5合 1坪

高さ 5尺 4尺 5寸 4尺 3尺 2尺 5寸 2尺

方 l尺 9寸 8寸 7寸 6寸 5寸

る。

B
は、

一
九
二
二
年
の
満
州
事
変
戦
没
者
の
集
団
墓
で
あ

陸
軍
中
将
林
仙
之

書
」
(
左
側
面
)
と
あ
っ
て
、

や
は
り
「
陸
軍
軍
人
合
葬
之
墓
L

(

正
面
)
と
あ
り
、
「
明
治
三
十
七

八
年
戦
役
死
残
将
校
以
下
遺
骨
」
(
右
側
面
)
「
明
治
一
二
十
九
年
八
月
建
」
(
左
側

面
)
「
口
太
亜
港
一
一
存
在
セ
シ
明
治
三
十
七
八
年
戦
役
陣
没
者
口
外
壱
足
ヲ
昭
和



六
年
二
月
本
碑
下
一
一
合
葬
ス
」
(
裏
正
面
)

で
あ
る
と
確
認
で
き
る
。

の
記
述
か
ら
、

日
露
戦
争
の
合
葬
墓

ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
現
存
し
て
い
な
い
。

こ
れ
以
外
に
日
清
戦
争
に
従
軍
し
た
第
一
師
団
と
近
衛
師
団
の
合
葬
墓
も
建
て

門
を
入
る
と
、
正
面
奥
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
‘
フ
ロ
ッ
ク
で
固
ま
れ
た
「
音
羽
陸
軍

埋
葬
地
英
霊
之
塔
し
が
立
っ
て
い
る
。
門
を
少
し
入
り
、
左
を
向
く
と
一
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
の
石
垣
の
う
え
に
銅
製
の
多
宝
塔
が
あ
る
。
そ
の
由
来
を
記
し
た
黒
御
影

石
の
石
碑
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

墓石群

4 

墓石

群

文
学
部
論
集

英霊塔之由来

第
八
十
二
号
(
一
九
九
八
年
三
月
)

図2.東京・陸軍基地の配置図(現在)

護
国
寺
多
宝
塔
の
由
来

」
の
多
宝
塔
は
も
と
当
山
の
薬
師
堂
の
西
側
に
、
明
治
二
十
五
年
十
二
月

二
十
一
日
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
二
十
七
・
八
年
の
日
清
戦
争
で

遼
東
半
島
の
各
戦
場
の
野
に
戦
病
残
し
た
、
忠
勇
義
烈
の
軍
人
の
遺
骨
を
蒐

集
本
国
に
送
還
し
、

一
時
京
都
泉
涌
寺
の
舎
利
殿
に
仮
安
置
さ
れ
た
。
明
治

三
十
五
年
秋
、
多
宝
塔
の
正
面
に
拝
殿
と
し
て
の
忠
霊
堂
が
完
成
、
同
年
十

一
月
二
日
当
山
に
遺
骨
が
移
さ
れ
、
塔
下
に
埋
葬
、
慰
霊
大
法
要
が
厳
修
さ

れ
たそ

の
後
、
こ
の
塔
は
長
い
年
月
風
雨
に
曝
さ
れ
、
近
年
破
損
甚
だ
し
く
、

今
般
大
修
理
を
施
し
、
音
羽
陸
軍
埋
葬
地
遺
族
会
の
協
賛
を
得
て
、
こ
の
地

に
移
築
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

平
成
八
年
十
一
月
十
一
日

大
本
山
護
国
寺

こ
の
碑
文
を
理
解
す
る
に
は
、
護
国
寺
の
境
内
を
少
し
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。

つ
ま
り
、
本
来
の
陸
軍
埋
葬
地
の
東
南
、
薬
師
堂
の
西
側
に
、

一
八
九
二
年
一

一
月
多
宝
塔
が
建
立
さ
れ
た
。
場
所
か
ら
い
っ
て
陸
軍
埋
葬
地
の
慰
霊
の
た
め
と

思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
一
九

O
二
年
秋
に
多
宝
塔
の
南
に
忠
霊
堂
が
建
て
ら
れ
(
現

存
、
木
造
一
層
)
、

そ
の
年
の
一

一
月
に
泉
涌
寺
か
ら
移
さ
れ
た
遺
骨
が
、
多
宝

塔
の
下
に
埋
め
ら
れ
た
。
そ
れ
を
一
九
九
六
年
一

一
月
の
慰
霊
祭
を
機
に
、
陸
軍

墓
地
の
ほ
う
に
移
設
し
た
の
で
あ
る
。

C
の
石
碑
は
、
「
忠
魂
塚
記
念
碑
」
で
、
「
大
正
十
五
年
十
月
」
「
日
清
戦
役
皇

軍
大
捷
セ
リ
」
「
通
俗
地
理
歴
史
協
会
副
会
頭

平
沼
淑
郎
撰
井
書
」
と
刻
印
さ

れ
て
い
る
。
淑
郎
は
顕
一
郎
の
兄
で
早
稲
田
大
学
教
授
だ
っ
た
。

一一一



「
万
骨
枯
る
」
空
間
の
形
成

護国寺墓地

同
γ

ヰ己己加

の
一
地

て
刻
到

つ
埋

か

軍陸

(
原
田
敬
一
)

]守口
忠霊堂 本堂

図3.護国寺境内(戦前)

図
3
か
ら
読
み
取
れ
る
よ
う
に
、
戦
前
の
護
国
寺
地
域
は
、
陸
軍
埋
葬
地
を
中

心
と
し
た
軍
人
の
慰
霊
の
空
間
を
形
成
し
て
い
た
。

(
2
)
仙
台
鎮
台
|
常
盤
台
霊
園

戦
後
発
行
の
自
治
体
史
(
都
道
府
県
か
ら
市
町
村
ま
で
)
は
、
軍
事
に
関
す
る

九
六

O
年
一
二
月
)

叙
述
が
極
端
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
『
宮
城
県
史
』
第
七
巻
(
一

は
一
九
六

O
年
の
刊
行
に
も
関
わ
ら
ず
、
「
兵
事
」
の
項
が

四

二
八
四
頁
も
あ
り
、
網
羅
的
で
あ
る
。
仙
台
鎮
台
に
つ
い
て
は
、
同
書
に
基
づ
い

て
記
述
す
る
。

仙
台
の
陸
軍
埋
葬
地
は
、

一
八
七
一
年
一
一
月
仙
台
鎮
台
が
設
置
さ
れ
た
時
、

の
ち
の
仙
台
市
向
山
鹿
落
に
鎮
台
管
理
の
仙
台
陸
軍
墓
地
が
お
か
れ
た

(
同
書
六

七
六
頁
)
。

し
か
し

一
八
七
五
年
に
歩
兵
第
四
聯
隊
が
創
設
さ
れ
る
と
、
墓
地
の
拡
張
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
年
の
陸
軍
省
の
規
定
(
前
述
)
で
二
五

O
O坪

と
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
る
必
要
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

新
し
い
陸
軍
墓
地
の
条
件
と
し
て
鎮
台
が
示
し
た
の
は

①
鹿
落
の
墓
地
よ
り
広
大
で
数
千
坪
あ
り
②
歩
兵
第
四
聯
隊
に
比
較
的
近
く

③
清
浄
で
高
燥
か
つ
景
観
に
富
み
④
将
来
、
仙
台
市
の
発
展
の
妨
げ
と
な
ら

な
い
こ
と
の
四
点
で
、
実
地
検
分
の
結
果
、
宮
城
郡
原
町
小
田
原
字
井
戸
沢

(
現
・
仙
台
市
井
戸
沢
)

の
「
丘
阜
地
」
を
卜
し
、
土
地
所
有
者
の
仙
台
市

宮
町
の
関
氏
か
ら
約
三

0
0
0坪
の
土
地
を
買
収
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

九
年
コ
一
月
頃
か
ら
整
地
に
着
手
、
数
カ
月
に
し
て
整
備
(
将
校
を
上
段
向

っ
て
右
側
に
、
下
士
官
は
上
段
左
側
に
、
兵
卒
は
下
段
に
)
を
終
り
、
鎮
台

(
の
ち
に
は
第
二
師
団
司
令
部
)
が
管
理
し

た
、
と
い
う
(
前
掲
『
宮
城
県
史
』
六
七
七
頁
)
。
鹿
落
の
陸
軍
墓
地
は
廃
止
に

な
っ
た
が
、
新
し
い
陸
軍
基
地
に
改
葬
し
た
の
は
、
一
八
九
二
年
七
月
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
松
永
正
敏
第
二
師
団
長
(
在
任
一
九

O
六
年
七
月
1
一
九
一
二
年
二

月
)
が
日
露
戦
争
の
凱
旋
報
告
の
際
、
参
道
を
拡
張
し
、
三
五

O
O坪
と
す
る
。



こ
れ
が
そ
の
ま
ま
現
在
の
常
盤
台
霊
苑
に
な
っ
た
。
現
在
、

入
り
口
に
は
、
在
郷

軍
人
会
仙
台
市
連
合
分
会
の
寄
贈
し
た
「
陸
軍
基
地
」
と
刻
ん
だ
一
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
の
石
が
立
っ
て
い
る
。
反
対
側
に
は
次
の
石
碑
が
あ
り
、
由
来
が
分
か
る
。

常
盤
台
霊
苑
の
由
来

」
こ
常
盤
台
霊
苑
は
も
と
の
陸
軍
基
地
で
あ
り
明
治
年
間
平
時
に
病
捜
し

た
第
二
師
団
将
兵
軍
属
の
墓
で
あ
っ
た
。
後
に
日
露
戦
争
及
び
満
洲
事
変
に

お
け
る
戦
残
勇
土
合
葬
の
墓
を
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
地
に
建
立
し
た
の
は
当
時
世

界
列
強
の
包
囲
と
抑
圧
に
耐
え
て
我
が
民
族
の
独
立
と
生
存
を
守
り
抜
い
た

国
民
的
心
意
気
の
発
露
で
あ
っ
た
。

戦
と
共
に
人
心
極
度
に
昏
迷
し
為
に
こ
の
聖
域
は
荒
廃
し
て
こ
の
戦
争
に
壇

昭
和
二
十
年
八
月
大
東
亜
戦
争
の
敗

れ
た
勇
土
の
遺
品
は
仮
の
堂
中
に
納
め
ら
れ
た
ま
ま
永
く
そ
の
所
に
安
ん
ず

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
成
り
我
が
国
独
立
の
恢
復
と
共
に
県
民
の

総
意
は
再
び
こ
こ
に
大
東
亜
戦
争
戦
残
勇
土
合
葬
の
墓
を
建
立
し
聖
域
を
補

修
し
昭
和
二
十
八
年
十
一
月
こ
れ
を
完
成
し
た
の
で
あ
る
。
天
主
台
の
護
国

神
社
が
戦
費
英
霊
の
神
域
で
あ
れ
ば
こ
こ
は
そ
の
墓
域
で
あ
る
。

そ
の
名
も
常
盤
台
霊
苑
と
改
め
不
滅
の
遺
芳
を
偲
び
つ
つ
毎
年
毎
月
の
祭

り
を
絶
や
す
こ
と
は
な
い
。

日
本
民
族
無
窮
の
生
命
は
古
来
敬
神
崇
祖
の

伝
統
に
輝
く

こ
こ
に
霊
苑
の
由
来
を
碑
に
刻
ん
で
永
く
後
世
に
伝
え
る
所
以
で
あ
る

昭
和
四
十
四
年
三
月

文

島
貫
常
行

文
学
部
論
集

第
八
十
二
号
(
一
九
九
八
年
三
月
)

碑
文
は
、
「
平
時
に
病
捜
し
た
第
二
師
団
将
兵
軍
属
の
墓
」
と
記
し
て
、
戦
没

者
で
は
な
く
平
時
の
死
亡
者
、
そ
れ
も
将
校
・
兵
士
に
軍
属
を
含
め
て
設
定
さ
れ

た
墓
地
と
正
し
い
認
識
に
立
っ
て
い
る
。
合
葬
墓
は
、
日
露
戦
争
と
満
州
事
変
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
だ
け
だ
が
、
実
態
は
そ
う
で
は
な
い
。

霊
苑
は
、
小
さ
な
丘
の
上
に
あ
り
、
五

0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の

道
を
上
が
っ
て
い
く
。
墓
域
は
、
三
段
階
の
高
さ
に
区
分
さ
れ
て
い
て
、
図
4
の

中
に
A
か
ら
D
が
↓
記
さ
れ
て
い
る
地
区
は
、

一
番
手
前
の
墓
域
よ
り
六

0
セ
ン
チ

が
っ
た
所
に

E
の
墓
域
が
あ
る
。

ほ
ど
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
墓
域
よ
り
西
に
外
れ
て
五

0
セ
ン
チ
ほ
ど
下

も
墓
標
群
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

と
、
や
や
大
き
い
「
陸
軍
軍

属
合
葬
之
墓
」
で
あ
る
。
「
合

葬
之
墓
」
に
は
、
軍
夫
四
五

人
、
職
工
一
人
の
姓
名
、
死

亡
年
月
日
、
死
亡
場
所
が
刻

ま
れ
、
「
明
治
三
十
一
年
十

三
月
三
十
日
建
L

と
あ
る
。

こ
こ
に
は
、
日
清
戦
争
の
戦

没
病
没
記
録
も
、
墓
標
の
形

で
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
他
の
墓
石
、
石
碑
の

説
明
を
続
け
よ
う
。

最
も
中
央
に
あ
る
A
は

つ
ま
り
三
区
分
の
墓
域
よ
り
低
く
な
っ
た
所
に

日
清
戦
争
に
従
軍
し
た
軍
夫
の
個
人
墓
標
二
九
基

二
五

写真 2.仙台陸軍基地の兵士墓標

後ろ右は合葬墓A



「
万
骨
枯
る
」
空
間
の
形
成

(
原
田
敬
二

口口白口目口

兵士の墓標 兵士の墓標

年 口
口
口

「
明
治
三
十
七
八
年
役
戦
死
病
残
者
合
葬
之
墓
」
(
正
面
)
「
戦
役
間
於
戦
地
火
葬

戦
死
病
費
者
、
送
其
遺
骨
子
郷
里
口
其
残
口
子
此
地
以
永
吊
英
魂

明
治
四
十
年

三
月
十
日
建
之
」
(
裏
正
面
)
と
あ
っ
て
、
日
露
戦
争
の
合
葬
墓
で
あ
る
。

B
は
、
「
満
洲
事
変
戦
前
洩
勇
士
合
葬
之
墓
」
(
正
面
)
で
、
形
態
か
ら
見
て
納
骨

堂
と
思
わ
れ
る
。
前
掲
『
宮
城
県
史
』
に
よ
れ
ば
、
在
仙
部
隊
所
属
者
及
び
独
立

守
備
隊
宮
城
県
出
身
者
を
合
葬
し
た
も
の
で
、
第
三
師
団
の
う
ち
で
も
、
歩
兵
第

二
九
聯
隊
は
会
津
若
松
市
、
歩
兵
第
二
ハ
聯
隊
と
第
三

O
聯
隊
は
新
発
田
と
高
田

の
陸
軍
墓
地
に
葬
ら
れ
た
。
仙
台
市
の
合
葬
墓
は
、

一
九
三
三
年
一

O
月
に
竣
工

し
、
師
団
主
催
の
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
た
。

ム

ノ¥

C
は
、
「
大
東
亜
戦
争
戦
残
勇
士
合
葬
之
墓
」
(
正
面
)
で
、
戦
後
一
九
五
三
年

一
O
月
に
建
て
ら
れ
、
宮
城
県
知
事
宮
城
音
五
郎
に
よ
る
同
年
月
の
碑
文
が
裏
正

仙台・陸軍墓地の配置図(現在)

面
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

大
東
亜
戦
争
戦
費
勇
士
合
葬
之
墓

維
時
昭
和
二
十
八
年
秋
十
月
身
を
以
て
大
東
亜
戦
争
に
殉
じ
た
る
諸
勇
土
の

英
骨
を
常
盤
台
に
葬
る
、
曇
に
諸
土
が
勇
躍
難
に
赴
く
や
国
民
脅
し
く
其
行

を
壮
と
し
不
幸
任
に
繁
る
与
や
泣
い
て
其
威
烈
を
頒
し
節
義
を
追
慕
し
以
て

我
国
風
教
の
淵
源
と
伸
ぎ
た
り

図4

然
る
に
南
風
競
は
ず
一
敗
地
に
塗
る
与
や
人
心
忽
ち
混
迷
し
鎮
霊
の
儀
為
に

遷
延
す
る
正
に
八
年
に
及
ぶ
、
今
や
我
国
は
独
立
し
前
途
洋
々
正
大
の
気
漸

く
騰
る
、
即
ち
県
民
の
浄
財
を
豪
め
て
新
に
墓
域
を
修
め
懇
ろ
に
之
を
弔
ふ

鳴
呼
諸
士
が
烈
々
た
る
献
身
殉
国
の
大
節
は
至
誠
真
美
の
遺
芳
と
し
て
永
く

汗
青
を
照
し
後
世
を
靖
ん
ぜ
ん
、
英
霊
希
は
く
は
安
ら
か
に
此
の
地
に
鎮
ま

り
世
界
平
和
と
邦
家
の
再
建
興
隆
に
加
護
を
垂
れ
給
は
ん
こ
と
を

昭
和
三
十
八
年
十
月

宮
城
県
知
事

宮
城
音
五
郎

日

C
以
外
に
、
戦
後
の
建
立
に
な
る
も
の
は
、
兵
士
の
墓
標
群
の
手
前
右
に
三
つ

の
石
碑
群
が
あ
る
。
北
か
ら
、
第
二
師
団
(
ガ
島
ビ
ル
マ
戦
没
将
兵
留
魂
碑
と
勇

兵
団
留
魂
碑
の
二
つ
)
、
歩
兵
第
百
四
聯
隊
忠
霊
碑
、
満
洲
独
立
守
備
歩
兵
第
二

大
隊
慰
霊
の
碑
で
あ
る
。

D
に
は
、
「
一
一
十
七
八
年
役
騎
兵
第
二
大
隊
清
国
死
残
者
合
葬
之
墓
」
「
明
治
三

十
一
年
四
月
二
十
七
日
建
立
」
の
や
や
大
き
な
石
碑
を
北
側
に
置
き
、
そ
の
南
に



は
下
士
官
五
人
の
墓
標
、

一
番
南
に
は
「
露
国
陸
軍
列
兵
シ
ョ

l
マ
リ
ブ
キ
ン
之

墓
」
「
明
治
三
十
八
年
六
月
四
日
病
死
」
(
ロ
シ
ア
文
字
八
行
も
刻
ま
れ
て
い
る
)

日
露
戦
争
で
捕
虜
に
な
り
、
仙
台

市
の
捕
虜
収
容
所
に
い
た
が
、
病
死
し
た
の
で
、
陸
軍
墓
地
に
葬
っ
た
も
の
で
あ

の
墓
標
が
立
っ
て
い
る
。
こ
の
ロ
シ
ア
人
は
、

る
。
捕
虜
の
軍
人
を
陸
軍
基
地
に
葬
る
の
は
、
名
古
屋
の
事
例
や
大
阪
の
例
に
も

あ
る
よ
う
に
一
般
的
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

一
段
低
い
場
所
に
立
っ
て
レ
る
の
は
、
兵
士
の
墓
標
で

一
列
一
五
人
が

列
並
ん
で
お
り
、
左
右
で
合
計
約
三
二

O
人
の
墓
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
兵
士
は
、

平
時
の
病
没
者
で
あ
る
。

平
時
の
将
校
の
病
没
者
の
墓
は
、

A
や
B
な
ど
の
合
葬
墓
の
後
ろ
に
一

O
人、

同
じ
段
の
西
側
に
下
土
官
二
三
人
の
墓
標
が
あ
る
。
下
士
官
は
、

一
八
七
八
年
か

ら
一
八
九

O
年
に
死
亡
し
た
者
で
あ
る
。

前
掲
『
宮
城
県
史
』
に
よ
れ
ば
、
葬
ら
れ
て
い
る
個
人
は
、
表
2
の
よ
う
に
な

る
。
他
の
鎮
台
の
例
と
比
べ
て
少
な
い
が
、
理
由
は
分
か
ら
な
い
。

墓
域
に
は

一
九
四

O
年
秋
日
中
戦
争
で
増
加
し
た
戦
死
者
の
分
骨
を
収
め
る

た
め
の
納
骨
堂
が
建
て
ら
れ
、
戦
後
も
納
骨
さ
れ
て
い
た
。
陸
軍
墓
地
の
管
理
は
、

戦
後
固
有
財
産
と
し
て
大
蔵
省
に
任
せ
ら
れ
、
そ
の
後
県
に
無
償
貸
し
付
け
と
い

う
過
程
を
経
て
、
県
は
無
償
譲
渡
を
申
請
し

表 2. 個人墓標の数

(仙台陸軍基地)

一
九
五
三
年
一

一
月
許
可
さ
れ
る
(
大
蔵
省
指

将 校 10 

下士官 75 

兵卒 392 

軍夫 22 

合計 499 

令
第
九
八

O
号
)
。
そ
こ
で
建
て
ら
れ
た
の
が
、

C
の
石
碑
で
、
納
骨
堂
の
分
骨
を

C
の
下
に
収

め
た
。
こ
の
時
に
名
称
も
常
盤
台
霊
苑
と
改
め

Tこ

文
学
部
論
集

第
八
十
三
号
(
一
九
九
八
年
三
月
)

日
清
戦
争
の
軍
人
軍
属
の
遺
骨
を
収
集
し
、
合
葬
し
た
墓
は
、
陸
軍
基
地
と
は

い
る
。

別
に
、
民
間
人
と
僧
侶
の
手
に
よ
っ
て
、
仙
台
市
原
町
の
陽
雲
寺
に
建
て
ら
れ
て

(
3
)
名
古
屋
鎮
台
名
古
屋
市
東
区
出
来
町
(
現
在
は
平
和
公
園
内
に
移
転
)

本
来
は
、
名
古
屋
市
東
区
出
来
町
五
l
三
三
に
あ
っ
た
の
だ
が
、
戦
後
の
復
興

過
程
で
市
中
の
多
く
の
寺
院
墓
地
と
と
も
に
、
市
民
霊
園
で
あ
る
平
和
公
園
(
星

に
移
さ
れ
た
。
市
民
の
間
で
は
、
千
種
区
月
ケ
丘
三
七
に
あ
っ
た
軍
人

ヶ
丘
)

像
を
林
立
さ
せ
た
墓
地
が
有
名
で

一
般
に
「
陸
軍
墓
地
」
と
呼
ん
で
い
た
が

そ
れ
は
篤
志
家
に
よ
る
個
人
墓
地
で
あ
っ
て
、
陸
軍
の
設
け
た
も
の
で
は
な
い
。

月
ケ
丘
墓
地
は
、

一
九
九
六
年
頃
撤
去
さ
れ
、
駐
車
場
と
な
っ
た
。
そ
こ
に
あ
っ

た
数
多
く
の
軍
人
像
と
墓
石
は
、
愛
知
県
知
多
郡
南
知
多
町
大
字
山
海
字
土
間
の

出
来
町

中
之
院
に
移
さ
れ
た
、
と
い
う
掲
示
が
跡
地
に
あ
っ
た
が
、
筆
者
は
未
見
で
あ
る
。

の
陸
軍
基

地
は

九
五
六
年

一
月
一

O

目
、
墓
碑

等
七
三
三

基
を
平
和

公
園
に
移

し

九

七

写真 3. もと月ケ丘墓地にあったと

思われる兵士像(月ケ丘共同

墓地)



「
万
骨
枯
る
」
空
間
の
形
成

写真4. 名古屋陸軍基地の墓石

左が将校，右が兵卒。 (
原
田
敬
一
)

七
O
年
二
一
月
一
四
日
、
管
理

も
固
か
ら
名
古
屋
市
に
変
更
さ

れ
た
。移

転
後
の
形
状
し
か
調
査
で

き
な
い
の
が
残
念
だ
が
、
墓
石

は
東
区
の
も
の
を
そ
の
ま
ま
移

転
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
東
側

に
あ
る
下
士
官
・
兵
卒
の
墓
標

の
列
と
、
そ
の
西
隣
り
に
あ
る

将
校
の
墓
石
が
、
平
時
に
死
亡

し
た
人
を
葬
っ
て
い
る
場
所
で

あ
る
。
下
士
官
・
兵
卒
の
墓
標

東
向
き
で
、
向
か
い
合
わ
せ
に
な
っ
て
い
る
。
西
端
の
合
葬
墓
は
東
向
き
、
合
葬

は
西
向
き
で
、
将
校
の
墓
石
は

南
向
き
だ
っ
た
。

墓
の
北
に
あ
る
将
校
墓
石
は
南
向
き
、
北
東
の
日
清
戦
争
将
兵
の
墓
石
・
墓
標
も

日
清
戦
争
の
戦
没
者
は
、
北
西
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
歩
兵
だ
け
で
あ
る
の

で
、
名
古
屋
の
歩
兵
第
六
聯
隊
の
下
士
官
と
兵
卒
だ
け
を
集
め
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
兵
士
は
一
二
六
基
、
下
士
官
は
一
二
基
あ
る
。
将
校
は
そ
の
南
に
別
に
集
め

ら
れ
て
い
て
、
七
基
あ
る
。
碑
に
刻
ま
れ
て
い
る
将
校
の
陣
没
を
ま
と
め
る
と
表

3
の
よ
う
に
な
る
。
『
靖
国
神
社
忠
魂
史
』
第
一
巻
(
一
九
三
五
年
)
で
調
べ
る

と
、
す
べ
て
第
三
師
団
歩
兵
第
六
聯
隊
(
名
古
屋
)

の
将
校
で
あ
り
、
病
没
よ
り

戦
死
が
多
く
、
第
六
聯
隊
が
激
戦
に
投
入
さ
れ
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。
表
中

の
一
八
九
五
年
三

月
に
亡
く
な
っ
た

石
黒
重
県
に
つ
い

て
、
『
忠
魂
史
』

は
「
重
傷
を
負
ひ

て
即
日
死
亡
」
(
八

O
二
頁
)
と
書
い

て
い
る
が
、
墓
石

に
は
表
3
の
よ
う

に
刻
ま
れ
て
い

る
。
『
忠
魂
史
』

さ
え
訂
正
す
る
記

録
が
こ
れ
ら
の
墓

石
だ
と
考
え
る
。

人

人
ア
ツ

、
ン
イ
a

ロ
ド

4
十

;i、

下士官

兵卒の

墓石群

名古屋・陸軍基地の配置図(現在)

匿事石群

将
校
の
墓
石
群

墓

図5

A 
ロ

葬

合
葬
墓
は
、
大
き
い
の
が
一
二
本

(
A
か
ら
L
ま
で
)
、
小
さ
い
の
が
一
一
本

(
a
、

か
ど
う
か
、

b
)
で
合
計
一
四
本
ま
と
め
て
建
て
ら
れ
て
い
る
が
、
本
来
こ
う
い
う
形
だ
っ
た

不
明
で
あ
る
。
東
に
正
面
を
向
か
せ
、
南
か
ら
次
の
順
で
並
ん
で
い

る

A

「
陸
軍
軍
人
軍
属
合
葬
之
墓
L

(

正
面
)
「
明
治
二
十
九
年
十
二
月
建
」
(
右

面
)
、
戦
病
死
者
の
氏
名
、
官
等
、
年
月
日
、
場
所
(
左
面
と
裏
正
面
)

B

「
野
戦
砲
兵
第
二
聯
隊
・
第
三
師
団
弾
薬
大
隊
/
忠
死
者
之
墓
/
勅
賜
姓
海

慈
松
禅
師
永
平
倍
白
書
」
(
正
面
)
、
左
右
面
と
裏
正
面
は
戦
病
死
者
の
氏
名
、

官
等
、
年
月
日
、
場
所
。



C
「
陸
軍
軍
属
合
葬
之
墓
」
(
正
面
)
、
左
右
面
と
裏
正
面
は
戦
病
死
軍
役
夫
の

日清戦争の陣没将校(名古屋)

年 月日 場 所 理由 官等 備 考

1894 10. 25 虎山 戦死 歩兵大尉

10. 26 義州野戦病院 死 歩兵中尉 10. 25虎山負傷，入院

11 11 義州野戦病院 病死 歩兵中尉

11. 22 大孤山 病死 一等軍医

1895 2 8 海域野戦病院 死 歩兵中尉 2. 6小馬頭負傷，入院

3. 11 海域野戦病院 死 歩兵大尉 3. 4三台子負傷，入院

11. 10 抽巌舎営病院 死 歩兵中尉 前年12. 9紅瓦塞負傷，入院

表 3.

文
学
部
論
集

死
亡
年
月
日
、
場
所

D
、
E
は
C
と
同
じ
。

F
「
工
兵
第
三
大
隊
既
特
設
隊
陣
残

下
士
卒
之
墓
」
(
正
面
)
「
明
治
廿

九
年
三
月
建
之
」
(
右
面
)
、
裏
正

面
に
陣
没
し
た
下
士
官
・
兵
卒
の

氏
名
、
官
等
、
年
月
日
、
場
所

以
上
、

A
か
ら
F
の
六
基
と
以
下
に
あ

げ
る
I
は、

日
清
戦
争
の
戦
没
者
の
合

葬
墓
で
あ
る
。

G

「
陸
軍
軍
人
合
葬
之
墓
」
(
正
面
)

「
明
治
二
十
六
年
三
月
建
之
」
(
右

面
)
左
面
と
裏
正
面
は
、
人
名
、

官
等
、
死
亡
年
月
日

H 

G
と
全
く
同
じ
。

G
と
H
は
、
名
古
屋
陸
軍
埋
葬
地
設

置
以
来
の
下
士
官
・
兵
卒
の
個
人
墓
標

を
一
八
九
三
年
三
月
の
時
点
で
整
理

し
、
合
葬
し
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

I

「
明
治
廿
七
八
年
戦
役
輯
重
兵
第

三
大
隊
忠
死
者
之
墓
」
(
自
然
石
)

第
八
十
二
号
(
一
九
九
八
年
一
二
月
)

「
正
六
位
勲
六
等
佐
々
木
陽
太
郎

書
」
(
左
面
)
裏
正
面
は
、
戦
没
し
た
下
士
官
と
兵
卒
二

O
人
の
氏
名
、
官

等
、
年
月
日
、
場
所

J

「
西
伯
利
出
征
戦
病
死
者
追
悼
碑
/
陸
軍
中
将
E
四
位
勲
二
等
功
三
級
菊
地

慎
之
助
書
」
(
正
面
、
自
然
石
)
「
大
正
九
年
十
月
建
之
」
(
裏
正
面
)

K

「
戦
死
者
之
墓
」
(
自
然
石
)
「
騎
兵
第
三
聯
隊
」
(
ム
口
座
)
裏
正
面
は
人
名

L

「
明
治
三
十
七
八
年
役
戦
死
病
費
者
追
悼
碑
/
元
第
三
師
団
長
陸
軍
大
将
正

三
位
勲
一
等
功
二
級
子
爵
大
島
義
日
目
建
」
(
正
面
、
自
然
石
)

a
「
戦
病
死
下
士
之
碑
」
(
正
面
)
「
明
治
三
十
七
八
年
戦
役
」
(
右
面
)

b
「
戦
病
死
兵
卒
之
碑
」
(
正
面
)
「
明
治
三
十
七
八
年
戦
役
」
(
右
面
)

L
-
a
・
b
の
三
基
は
、
日
露
戦
争
の
陣
没
者
の
追
悼
碑
で
、

a
-
b
と
の
関

連
で
考
え
れ
ば
K
は
将
校
・
同
相
当
官
の
も
の
だ
ろ
う
。
他
の
陸
軍
墓
地
で
は
、

K
に
あ
た
る
も
の
も
同
じ
大
き
さ
の
石
碑
で
作
ら
れ
て
い
る
が
、
第
三
師
団
は
そ

う
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

下
士
官
と
兵
卒
は
、
「
陸
軍
埋
葬
法
則
」
に
よ
り
規
格
品
の
大
き
さ
だ
が
、
将

校
は
違
う
。
自
然
石
で
さ
ま
ざ
ま
な
刻
み
方
を
し
て
い
る
。
碑
文
を
刻
ん
で
い
る

も
の
が
圧
倒
的
に
多
く
、
そ
れ
ら
の
墓
擦
を
見
て
い
る
と
、
将
校
は
死
し
て
語
り
、

下
士
官
と
兵
卒
は
黙
し
て
語
ら
ず
の
構
図
に
な
る
。

北
辺
の
外
国
人
墓
石
は
、

ロ
シ
ア
人
一
五
基
、
ド
イ
ツ
人
一
二
基
で
、
「
独
逸

戦
死
者
墓
」
(
一
九
一
四
i
一
九
二

O
)
の
合
葬
墓
が
あ
り
、
第
一
次
世
界
大
戦

の
青
島
戦
で
捕
虜
に
な
っ
た
ド
イ
ツ
人
の
墓
だ
と
思
わ
れ
る
。

九



「
万
骨
枯
る
L

空
間
の
形
成

(
原
田
敬
一
)

西
日
本
の
事
例
に
つ
い
て

(
4
)
大
阪
鎮
台
|
真
田
山

大
阪
陸
軍
埋
葬
地
は
、
一
八
七
一
年
八
月
大
阪
鎮
台
が
設
置
さ
れ
た
時
に
、
設

け
ら
れ
た
。
現
在
は
、
「
大
阪
靖
国
霊
場
」
と
も
「
大
阪
靖
国
軍
人
墓
地
」
と
も

一
二
一
口
い
、
大
阪
靖
国
霊
場
維
持
会
が
維
持
・
管
理
し
て
い
る
。
五
三
五
九
坪
の
墓
地

に
、
西
南
戦
争
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
の
四
八

O
O余
柱
の
墓
標
・
墓
石
が

並
ん
で
い
る
の
は
、
壮
絶
で
さ
え
あ
る
。
ま
さ
に
「
一
将
功
成
っ
て
万
骨
枯
る
」

の
具
体
物
で
あ
る
。
墓
域
に
は
大
き
な
納
骨
堂
も
あ
り
、
四
万
三

0
0
0余
柱
の

遺
骨
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
墓
地
は
、
大
阪
市
内
の
宰
相
山
(
真
田
山
)
と
い
う

小
さ
な
丘
の
上
に
あ
る
。

四
八

O
O余
柱
の
内
訳
は
、
筆
者
の
調
査
で
は
次
の
よ
う
に
な
る
(
表
4
)
。

合
計
が
や
や
多
い
が
、
全
体
の
比
率
を
示
す
た
め
に
掲
げ
る
。
圧
倒
的
に
兵
士
が

多
い
の
は
軍
隊
の
構
成
と
し
て
当
然
だ
が
、
戦
死
率
と
考
え
る
と
将
校
ク
ラ
ス
は

少
な
い
。
こ
れ
以
外
に
清
国
人
一
人
、
ド
イ
ツ
人
二
人
が
確
認
で
き
た
。
こ
の
一
一
一

一
九
一
五
年
と
一
九
一
七
年
の
死
亡
で
あ
る
。

墓
域
は
、
将
校
・
同
相
当
官
/
下
士
官
/
兵
卒
/
軍
役
夫
の
四
区
分
に
な
っ
て

し
る
。

人
は将

校
・
同
相
当
官
は
、
墓
地
の
広
さ
は
規
定
の
四
坪
弱
に
な
っ
て
い
る
が
、
墓

石
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
自
然
石
の
ま
ま
も
あ
り
、
は
る
か
に
大
き
い
も
の
が
多

ぃ
。
最
大
の
も
の
と
思
わ
れ
る
今
井
兼
利
少
将
の
墓
石
は
、
高
さ
二
メ
ー
ト
ル
五

0
セ
ン
チ
、
方
九
四
セ
ン
チ
。

一
八
八
八
年
六
月
に
建
て
ら
れ
た
藤
井
重
三
大
佐

の
墓
石
は
、
高
さ
四
メ
ー
ト
ル
、
方
六

0
セ
ン
チ
で
、
こ
の
墓
地
で
は
最
も
高
い
。

表 4. 大阪陸軍埋葬地の墓石・墓標数

階 級 人数 比率

将校・同相当官 125 2.5 

下士官 553 11. 0 

兵卒 3177 63.6 

軍役夫 902 18. 1 

無縁 約240 4.8 

合計 4997 100 

O 

写真 5. 大阪陸軍墓地

手前が軍役夫，向こうに見えるのが兵卒。

下
士
官
と
兵
卒
は
規
定
ど
お
り
で
あ
る
。
入
営
間
も
な
い
「
生
兵
」
の
墓
標
も

あ
り
、
西
南
戦
争
で
陣
没
し
た
新
選
旅
団
の
警
部
補
心
得
の
墓
も
一
基
あ
る
。
新

選
旅
団
の
墓
は
、
も
っ
と
あ
る
は
ず
だ
が
、
調
査
未
了
で
あ
る
。

軍
役
夫
の
墓
標
は
、
兵
卒
と
同
じ
だ
が
、
場
所
が
違
う
。
図
6
の
左
手
前
の
墓

域
は
、
す
ぐ
南
側
の
兵
卒
、
西
側
の
下
士
官
墓
域
よ
り
約
一
メ
ー
ト
ル
五

O
セ
ン

チ
低
く
な
っ
た
窪
地
状
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。

ほ
と
ん
ど
日
清
戦
争
の
陣
没
者
で
、
軍
役
夫
の
ほ
か
、
看
病

軍
投
夫
墓
域
は
、

人
、
磨
工
、
職
工
、
馬
丁
、
姫
路
丸
賄
長
な
ど
軍
属
扱
い
の
者
が
集
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
墓
域
の
墓
標
に
は
、
軍
役
夫
な
ど
の
肩
書
と
氏
名
、
陣
没
の
年
月
日
が

書
か
れ
て
い
る
の
み
で
、
兵
卒
な
ど
の
場
合
出
身
も
刻
ま
れ
て
い
る
の
と
対
照
的



で
あ
る
。

日
清
戦
争
の
合
葬
墓
は
な
い
が
、

日
露
戦
争
と
満
州
事
変
の
合
葬
墓
が
あ
る
。

図
中
の
合
葬
墓
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
最
も
西
が

E
、
A
か
ら
D
(
西
か
ら
順
に
)

ま
で
は
、
婦
人
古
友
会
が
寄
進
し
た
二
基
の
弔
魂
灯
に
挟
ま
れ
た
、

公
園

軍
役
夫

公
園

将
校
一
士

rムー・

白

丘

卒

校

文
学
部
論
集

斗や

コ
ン
グ
リ

l

ト
製
の
同
じ
台
の
上

に
建
て
ら
れ
て
い

る

A
「
明
治
三
十
七

八
年
戦
役
将
校

同
相
当
官
戦
病

死
者
合
葬
碑
」

図 6.大阪靖国軍人墓地(現状)

「
明
治
三
十
九

年
十
一
月
」
高

さ
一
八
三
セ
ン

チ

六
尺
)
方

四
七
セ
ン
チ

(
一
尺
五
寸
)

B
「
明
治
三
十
七

八
年
戦
役
准
士

官
戦
病
死
者
合

葬
碑
」
「
明
治

三
十
九
年
十
一

第
八
十
二
号
(
一
九
九
八
年
三
月
)

月
」
高
さ
一
五

五
・
五
セ
ン
チ

(
五
尺
)
方
三
八
・
五
セ
ン
チ

(
一
尺
三
寸
)

C
「
明
治
三
十
七
八
年
戦
役
下
士
戦
病
死
者
合
葬
碑
」
「
明
治
三
十
九
年
十
一

月
」
高
さ
二
二
セ
ン
チ

(
四
尺
)
方
三
六
セ
ン
チ
(
一
尺
一
寸
)

D

「
明
治
三
十
七
八
年
戦
役
兵
卒
戦
病
死
者
合
葬
碑
」
「
明
治
三
十
九
年
十
一

月
」
高
さ
一

O
五
セ
ン
チ

(
二
一
尺
)
方
三
二
了
五
セ
ン
チ

(
一
尺
)

)
内
は
尺
貫
法
で
相
当
す
る
値
を
記
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
差
を
つ
け
て
い
る
こ

と
が
判
明
す
る
。

伯
爵

寺
内
寿
一
書
」
「
昭
和
九
年
九
月
」

E

「
満
洲
事
変
戦
病
残
将
兵
合
葬
碑
」
「
第
四
師
団
長
従
三
位
勲
二
等
功
四
級

(
5
)
広
島
鎮
台
比
治
山

広
島
陸
軍
埋
葬
地
は
、
市
内
東
南
部
に
あ
る
標
高
七

0
メ
ー
ト
ル
の
比
治
山
上

に
あ
る
。
今
は
縮
小
さ
れ
て
い
る
が
、
隣
の

A
B
C
C
(
原
爆
障
害
調
査
研
究
所
)

二
八

O
O坪
と
い
う
規
定
で
設
置
さ
れ
た

も
埋
葬
地
の
敷
地
を
利
用
し
て
建
て
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
も
二
五

O
Oか
ら

も
の
で
あ
る
。
広
島
県
の
歴
史
散
歩
研
究

会
編
『
広
島
県
の
歴
史
散
歩
』
(
山
川
出

版
社
、

一
九
七
六
年
一

O
月
)
に
は

旧
陸
軍
墓
地
は
一
八
七
二
(
明
治
五
)

年
に
創
設
さ
れ
、
西
南
の
役
か
ら
太

平
洋
戦
争
に
い
た
る
戦
没
者
一
万
余

柱
を
ほ
う
む
っ
た
、
全
国
最
大
最
古

表 5.比治山陸軍墓地の墓石数

(戦役別)

2.125 

635 

110 

日清戦争

北清事変

日露戦争

青島戦
シベリア出兵 65 

(出典)注④の146頁から作成

3.395 計ぷ込
口



「
万
骨
枯
る
」
空
間
の
形
成

比治山陸軍基地の墓石数(県別)

北海道 7 千葉県 33 新潟県 79 和歌山県 29 高知県 62 

青森県 79 埼玉県 42 富山県 26 岡山県 233 福岡県 50 

秋田県 72 神奈川県 43 石川県 30 広島県 624 大分県 28 

山形県 83 東京都 191 長野県 48 山口県 288 宮崎県 8 

岩手県 76 山梨県 21 滋賀県 25 鳥取県 9 長崎県 8 

宮城県 110 静岡県 39 京都府 29 島根県 231 佐賀県 29 

福島県 58 愛知県 73 奈良県 10 徳島県 86 熊本県 38 

栃木県 19 福井県 20 大阪府 33 香川県 68 鹿児島県 25 

群馬県 23 三重県 38 兵庫県 42 愛媛県 113 沖縄県 。
茨城県 38 岐阜県 50 

所属不明 167 

表 6

(
原
田
敬
一
)

の
軍
用
墓
地
で
あ
っ

た
。
現
在
、
比
治
山
陸

軍
基
地
保
存
協
賛
会
に

よ
っ
て
保
存
さ
れ
、
供

養
が
つ
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
数
段
に
つ
み
あ
げ

て
整
理
さ
れ
た
墓
石
群

の
東
側
に
は

日
清
戦

争
い
ら
い
の
広
島
に
か

か
わ
り
あ
っ
た
軍
人

軍
属
の
慰
霊
碑
が
九
基

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴

史
を
も
の
が
た
つ
て
い

る
。
こ
の
丘
の
突
端
に

た
て
ば

レ
ン
ガ
造
り

の
旧
陸
軍
兵
器
支
廠
、

旧
陸
軍
被
服
支
廠
の
建

物
を
眼
下
に
み
お
ろ
す

」
と
が
で
き
る
。

と
あ
っ
て
、
「
全
国
最
大
最

古
の
軍
用
墓
地
」
を
称
し
て

い
る
。
協
賛
会
が
掲
示
し
て

い
る
「
比
治
山

陸
軍
墓
地
墓
石

数
」
に
よ
れ
ば

現
在
の
墓
石
数

は
三
五

柱
、
そ
れ
以
外

に
損
壊
し
て
不

明
の
も
の
約
一

0
0
0柱
と
い

う

経
過
に
つ
い

て
は
、
空
辰
男

し氏
いの
がZ研
、究

力ミ

詳
そ
の

う
ち
戦
役
別
の

統
計
を
表
5
に

し
て
み
た
い
。

ま
た
同
墓
地
の

掲
示
板
に
よ
る

一一一

出墓標群|凪

寸
B
 

口

県
別
一
覧
表
表
6
も
掲
げ
る
。

い
ず
れ
も
「
明
治
二

九
年
三
月
二
七
日
建
」
、

A
は
陸
軍
軍
人
合
葬
之
墓
、

B
は
陸
軍
軍
属
合
葬
之
墓
、

日
清
戦
争
の
戦
死
者
・
病
死
者
の
氏
名
、
年
月
日
、
戦

病
死
の
別
な
ど
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

写真6. 比治山陸軍基地の合葬墓

戦後の慰霊碑

図7.比治山陸軍基地(現状)



こ
れ
ら
三
五
三
三
柱
の
墓
標
は
、
通
路
に
向
か
っ
て
南
北
八
区
画
に
、
各
一

O

段
の
段
状
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
本
来
は
、
整
然
と
山
上
の
埋
葬
地
に
並
べ
ら
れ

て
い
た
の
だ
が
、

一
九
四
五
年
に
こ
こ
に
高
射
砲
陣
地
を
造
る
際
整
理
さ
れ
、
さ

ら
に
戦
後
再
整
理
さ
れ
て
、
現
状
に
な
っ
た
と
い
う
。

一
つ
一
つ
の
個
人
墓
標
は
、
下
士
官
高
さ
二
尺
五
寸
方
六
寸
、
兵
卒
高
さ
二
尺

方
五
寸
、
と
い
う
「
陸
軍
埋
葬
地
法
則
」
に
そ
っ
た
大
き
さ
に
な
っ
て
お
り
、
戦

前
の
墓
標
が
保
存
さ
れ
た
も
の
だ
と
分
か
る
。

(
6
)
熊
本
鎮
台
|
小
峰
墓
地
(
現
・
市
民
霊
園
)

熊
本
市
に
は
、
花
岡
山
と
小
峰
の
二
っ
と
も
陸
軍
埋
葬
地
と
言
わ
れ
る
。

一
八
七
四
年
三
月
に
設
け
ら
れ
、
幕
末
維
新
か
ら
西

花
岡
山
陸
軍
埋
葬
地
は
、

南
戦
争
の
戦
没
者
を
葬
っ
て
い
る
。

戦
死
者
の
墳
墓
|
所
謂
官
修
墳
墓
或
は
陸
軍
基
地
は
、
市
内
外
及
び
九
州

諸
県
に
亘
っ
て
各
所
に
多
数
散
在
し
て
居
る
が
、
熊
本
付
近
に
於
い
て
、

最
も
著
大
な
も
の
は
、
花
岡
山
及
び
小
峰
の
陸
軍
墓
地
共
に
現
、
熊
本
市

内
|
で
、
年
々
の
招
魂
祭
に
は
、
こ
の
花
岡
山
上
で
、
別
に
官
祭
が
執
行
せ

ら
れ
る
事
と
な
っ
て
居
る
。
こ
の
花
岡
山
の
「
招
魂
社
」
も
と
「
招
魂
場
」

は
、
明
治
七
年
三
月
以
来
、
幕
末
維
新
の
志
士
の
英
霊
を
慰
め
て
居
る
と

同
時
に
、
爾
来
、
久
し
く
熊
本
の
花
の
名
所
と
な
っ
て
居
る
。

階
段
の
南
に
立
っ
て
い
る
A
は
、
「
花
岡
山
陸
軍
埋
葬
地
」
の
碑
。
熊
本
市
の

建
て
た
説
明
文
に
よ
る
と
、

文
学
部
論
集

第
八
十
二
号
(
一
九
九
八
年
三
月
)

官
軍
基
地
(
花
岡
山
陸
軍
埋
葬
地
)

令
長
官
種
目
政
明
少
将

こ
の
墓
地
は
明
治
九
年
(
一
八
七
六
)
神
風
連
の
変
に
倒
れ
た
熊
本
鎮
台
司

委
設
高
島
届
需
佐

大
島
邦
彦
中
佐
以
下
将

兵
百
十
六
名
を
葬
る
た

め
に
設
け
ら
れ
た
。
西

南
戦
争
の
際
は
麓
軍
の

砲
台
と
な
り
一
時
荒
廃

し
第
二
次
大
戦
後
も
荒

れ
て
い
た
の
を
、
地
元

の
努
力
で
整
備
し
、
昭

和
五
十
五
年
熊
本
市
指

定
史
跡
と
な
っ
た
。

と
な
っ
て
い
る
。
花
岡
山
陸

軍
埋
葬
地
は
、
神
風
連
の
乱

に
先
立
つ
一
年
前
の
一
八
七

五
年
七
月
の
「
陸
軍
省
達
第

三
十
一
号
」
(
一
参
照
)

指
示
さ
れ
た
熊
本
鎮
台
の
陸

軍
埋
葬
地
「
面
積
二
千
八
百

坪
」
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た

(
下
士
官
)

(
将
校
)

(
兵
士
)区コ

で

一一一

斗..t.li l 
国8.花岡山陸軍埋葬地(現状)



「
万
骨
粘
る
」
空
間
の
形
成

(
原
田
敬
一
)

も
の
と
す
る
と
、
広
さ
や
か
規
定
ど
お
り
で
は
な
く
、
も
っ
と
狭
い
。
約
五

O
O坪

く
ら
い
か
。
こ
の
陸
軍
埋
葬
地
の
南
五

0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
、
明
治
初

期
花
岡
山
招
魂
社
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
戊
辰
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
人
々
を
祭
っ

て
い
た
。
そ
の
縁
で
、
官
軍
基
地
と
し
て
設
置
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
埋
葬
地
の
南
側
に
は
、
「
県
官
墓
地
」
が
あ
る
。

一
八
七
六
年
一

O
月
神

風
連
の
乱
で
倒
れ
た
県
令
安
岡
良
亮
の
墓
が
あ
り
、
す
ぐ
近
く
に
乃
木
恒
子
の
墓

が
あ
る
。
陸
軍
埋
葬
地
の
故
だ
と
思
わ
れ
る
。
恒
子
は
、

一
八
八
六
年
四
月
乃
木

希
典
の
長
女
と
し
て
生
ま
れ
た
が
、
七
月
に
亡
く
な
り
、
県
官
墓
地
に
葬
ら
れ
た
。

乃
木
希
典
は
、
そ
の
前
年
一
八
八
五
年
六
月
新
設
さ
れ
た
歩
兵
第
一
一
旅
団
(
熊

本
)
の
初
代
旅
団
長
と
し
て
赴
任
し
た
ば
か
り
だ
っ
た
。

B
は
、
「
軍
人
軍
属
合
葬
之
碑
」
(
正
面
)
。
碑
に
刻
ま
れ
て
い
る
の
は
(
右
面
)
、

明
治
十
年
之
役
賊
拠
是
山
夷
墳
布
営
取
水
面
為
塁
、
酷
定
之
後
務
復
其
故
、
然

地
荒
石
亡
位
置
難
排
者
若
干
、
因
建
此
以
表
之

明
治
十
八
年
八
月

で
、
裏
正
面
に
は

一
八
七
二
年
か
ら
一
八
七
六
年
に
亡
く
な
っ
た
兵
卒
九
一
名

の
姓
名
・
死
亡
年
月
日
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
左
面
に
も
約
四
五
名
が
同
じ
よ
う
に

刻
ま
れ
て
い
る
。
現
役
入
営
し
、
訓
練
中
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
「
生
兵
し
と
書

か
れ
た
一
八
人
(
一
八
七
二
年
か
ら
一
八
七
六
年
ま
で
の
死
没
)
が
い
る
か
ら
、

こ
こ
に
あ
っ
た
平
時
死
亡
者
の
墓
を
集
約
し
た
合
葬
墓
と
考
え
ら
れ
る
。
「
陸
軍

一
八
八
六
年
の
も
の
も
、
「
十
年

埋
葬
地
法
則
」
は

一
八
七
三
年
の
も
の
も
、

ヲ
経
タ
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
合
葬
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
あ
っ
て
、
墓
標
が
増
え
続
け
る

と
合
葬
が

認
め
ら
れ

て
い
た
の

で
、
こ
こ

は
本
来
も

う
少
し
広

く
、
後
に

(
戦
後

か
)
縮
小

さ
れ
、
現

状
に
な
っ

た
と
考
え

ら
れ
る
。

花
岡
山
が

軍
事
関
係

者
の
墓
地

で
あ
る
と

の

認

識

は
、
花
岡

山
陸
軍
埋

葬
地
の
上

四

千 バ川川川:川川川川ii川川!!T!f!
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国9. 小峰陸軍埋葬地(1907年)

『全国都市地図集成』柏書房， 1995年。出典

フ
ィ
リ
ピ
ン
戦
没
者
慰
霊
碑

な
ど
の
建
立
さ
れ
た
慰
霊
の
空
間
と
し
て
形
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
推
定

の
方
一
帯
が
、
大
き
な
仏
舎
利
塔
を
中
心
と
し
て
、
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る
。

花
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次

図10. 小峰陸軍埋葬地(現状)

い
で
設
け
ら
れ

た
陸
軍
基
地

は
、
旧
制
五
高

の
北
側
の
丘
に

あ
る
小
峰
陸
軍

墓
地
で
あ
る

(図

9
)
。

の
麓
に
、
「
小

地
」
と
い
う
戦
前
の
も
の
と
思

峰
陸
軍
埋
葬

小峰陸軍墓地跡に建てられた忠霊塔

わ
れ
る
石
碑
が
建
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
墓
石
・
墓
標
は
、
戦

後
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
地
中
に

埋
め
ら
れ
、

リ

l
ト
で
固
め
た
う
え
に
「
忠

そ
れ
を
コ
ン
ク

霊
塔
」
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

忠
霊
塔
の
裏
に
埋
め
込
ま
れ
た

写真7

碑
文
に
は
、
「
今
般
都
市
計
画

の
実
施
に
伴
ひ
近
代
的
墓
苑
に

改
め
革
に
忠
霊
塔
を
建
立
し
」

第
八
十
二
号
(
一
九
九
八
年
三
月
)

た
と
林
田
市
長
の
説
明
が
あ
る

(
一
九
五
五
年
一

一月)。

A

(済
南
戦
残
者
之
碑
、
昭
和
四
年
三
月
建
之
)
/
B
(満
洲
事
変
戦
費
者
合

杷
碑
、
昭
和
九
年
七
月
建
之
)
/
C
(杷
/
支
那
事
変
大
東
亜
戦
争
忠
魂
、
昭
和

五
十
四
年
八
月
十
五
日
)
/
D
・
E
は
戦
後
の
慰
霊
碑
/
F
(
熊
本
陸
軍
士
官
学

校
第
十
一
期
生
戦
費
者
慰
霊
之
碑
)

陸
軍
基
地
に
関
連
し
て
、
今
後
の
課
題
と
し
て
人
間
以
外
の
慰
霊
の
問
題
を
示

し
て
お
く
。
陸
軍
基
地
の
中
、
ま
た
は
近
辺
に
軍
馬
・
軍
犬
・
軍
鳩
の
慰
霊
碑
を

建
て
る
例
が
あ
る
が
、
熊
本
の
第
六
師
団
に
は
軍
馬
の
例
が
一
つ
あ
る
。

日
清
戦

丘

争
か
ら
帰
還
の
際
、
野
砲
第
六
聯
隊
第
二
大
隊
を
乗
せ
た
門
司
丸
が
門
司
港
で
沈

没
し
、
人
聞
は
救
わ
れ
た
が
、
軍
馬
五
七
頭
が
溺
死
し
た
。
大
隊
長
樋
口
匡
直
少

佐
ら
の
呼
び
か
け
で
、
軍
馬
の
遺
骨
を
門
司
町
の
正
蓮
寺
(
浄
土
真
宗
)
に
葬
り
、

「
軍
馬
塚
」
を
建
て
た
。
現
存
し
て
い
る
。

む
す
び
に
か
え
て

本
稿
は
、
事
例
調
査
と
若
干
の
考
察
で
あ
る
。
こ
の
六
カ
所
の
陸
軍
墓
地
を
通

観
し
て
み
る
と
、
本
来
の
陸
軍
基
地
は
次
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
。

①
平
時
の
在
営
死
亡
者
の
埋
葬
と
個
人
墓
標
(
仙
台
の
例
)

②
そ
れ
が
多
く
な
っ
た
時
の
合
葬
墓
(
名
古
量
と
熊
本
・
花
岡
山
の
例
)

③
戦
時
の
死
亡
者
の
埋
葬
と
個
人
墓
標
(
名
古
屋
の
例
)

④
戦
時
の
死
亡
者
の
合
葬
墓
(
各
地
)

以
上
四
種
類
の
墓
が
、
将
校
・
下
士
官
・
兵
卒
の
区
画
ご
と
に
、
規
定
の
大
き
さ

に
よ
っ
て
整
然
と
建
て
ら
れ
る
。
慰
霊
祭
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
た
か
、

は
今

後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
が
、
熊
本
の
場
合
練
兵
場
で
慰
霊
祭
が
執
行
さ
れ
て
い

五



「
万
骨
粘
る
」
空
間
の
形
成

(
原
回
数
一
)

る
。
広
島
と
大
阪
の
陸
軍
墓
地
の
埋
葬
数
が
六
鎮
台
中
ず
ば
技
け
て
多
い
が
，
両

者
と
も
他
の
鎮
台
・
師
団
所
属
者
で
両
地
の
陸
軍
病
院
で
の
死
亡
者
の
数
が
含
ま

れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

戦
没
者
を
始
め
軍
隊
に
関
わ
っ
た
人
々
の
問
題
を
考
え
る
重
要
な
要
素
と
し
て

陸
軍
基
地
を
取
り
上
げ
た
。
事
例
調
査
も
さ
ら
に
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の

上
で
陸
軍
墓
地
が
当
該
社
会
に
何
を
投
げ
か
け
、
人
々
は
何
を
感
じ
取
っ
て
い
た

の
か
、
研
究
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

戦
後
の
教
育
は
宗
教
と
軍
隊
を
排
除
し
た
。
そ
の
た
め
歴
史
学
で
も
、
軍
隊
に

関
す
る
研
究
は
あ
ま
り
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
近
年
戦
後
世
代
の
中
か
ら
も
着
実
な

研
究
が
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
重
要
で
あ
る
。
は
じ
め
に
、
で
述
べ

た
よ
う
に
、
近
代
社
会
を
考
え
る
う
え
で
軍
隊
の
問
題
は
大
き
な
比
重
を
占
め
て

い
る
。
陸
軍
墓
地
に
関
し
て
は
、
基
礎
デ
l
タ
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
が
、

お
寒
い
現
状
で
あ
る
。

現
状
に
つ
い
て
は
、
筆
者
に
は
危
機
感
が
あ
る
。
職
業
軍
人
に
よ
る
財
団
法
人

借
行
社
が
、
会
員
の
高
齢
化
に
伴
い
解
散
を
決
め
た
よ
う
に
、
各
地
の
遺
族
会
も

戦
没
者
の
父
母
兄
弟
親
類
の
い
わ
ば
第
一
世
代
か
ら
、
直
接
戦
没
者
を
知
ら
な
い

第
二
・
第
三
世
代
に
移
り
つ
つ
あ
る
。
中
国
・
朝
鮮
の
い
わ
ゆ
る
残
留
孤
児
の
高

齢
化
と
、
公
的
措
置
の
遅
さ
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
同
じ
よ
う
に
遺
族
会
と

陸
軍
基
地
・
海
軍
墓
地
の
問
題
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
陸
軍
墓
地
や
海
軍
墓
地

を
、
歴
史
的
遺
産
と
し
て
考
え
る
か
ど
う
か
も
含
め
、
維
持
や
保
存
が
問
題
に
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
筆
者
は
、
こ
れ
ら
は
戦
争
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
、
保
存

さ
れ
、
現
在
の
我
々
と
将
来
の
人
々
が
考
え
る
材
料
と
し
て
残
す
べ
き
だ
と
考
え

て
い
る
。
大
阪
や
仙
台
な
ど
の
旧
状
に
近
い
も
の
こ
そ
戦
争
文
化
財
と
し
て
調
査

ム

ノ、

さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
歴
史
教
育
の
現
場
で
、
こ
う
し
た
陸
軍
墓
地
の
実
態
を
使

っ
て
い
る
例
を
、
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。
こ
れ
も
再
考
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ

る。

注
(
l
)
加
藤
陽
子
『
徴
兵
制
と
近
代
日
本
|
一
八
六
八
1
一
九
四
五
』
六
五
1
七
頁
、

(
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
)
。

(
2
)
「
陸
海
軍
基
地
制
度
考
」
(
『
大
阪
大
学
国
史
研
究
室
創
設
五

O
周
年
記
念
論
文

集
』
に
収
録
の
予
定
)
。

(
3
)
あ
い
ち
・
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
実
行
委
員
会
編
・
刊
『
戦
時
下
・
愛
知
の
諸

記
録
(
不
完
全
デ
ー
タ
)
い
ま
わ
か
る
こ
と
・
い
ま
だ
に
わ
か
ら
な
い
こ
と
九
六
』

一
頁
、
一
九
九
六
年
八
月
。

(
4
)
空
辰
男
『
加
害
基
地
宇
品
|
新
し
い
ヒ
ロ
シ
マ
学
習
』
一
四
六
頁
、
汐
文
社
、

一
九
九
四
年
七
月
。

(
5
)
『
熊
本
市
史
』
七
七
六
l
七
頁
、
一
九
三
一
一
年
四
月
。
復
刻
版
、
臨
川
書
庖
、

一
九
七
六
年
九
月
。

(
6
)
戦
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
熊
本
兵
団
戦
史
・
満
州
事
変
以
前
編
』
七
一
一
頁
、
熊

本
日
日
新
聞
社
、
一
九
六
五
年
八
月
。
た
だ
し
こ
の
書
は
「
乃
木
直
子
」
と
し
て

い
る
が
、
墓
地
に
熊
本
市
が
建
て
た
木
製
標
識
の
説
明
文
に
あ
っ
た
「
恒
子
」
と

し
て
お
く
。

(
7
)
軍
馬
に
つ
い
て
は
、
戦
残
軍
馬
慰
霊
祭
連
絡
協
議
会
編
『
戦
残
軍
馬
鎮
魂
録
』

(
借
行
社
、
一
九
九
二
年
四
月
)
、
が
数
十
基
の
碑
を
調
査
収
録
し
て
い
る
。

(
8
)
念
頭
に
あ
る
の
は
、
注

(
l
)

の
加
藤
陽
子
『
徴
兵
制
と
近
代
日
本
』
と
、
山

田
朗
『
軍
備
拡
張
の
近
代
史
日
本
軍
の
膨
張
と
崩
壊
』
(
士
口
川
弘
文
館
、
一
九

九
七
年
六
月
)
で
あ
る
。

(
注
記
)
本
稿
の
調
査
と
史
料
収
集
は
、

一
九
九
七
年
度
併
教
大
学
特
別
研
究
助



成
「
戦
没
者
慰
霊
に
関
す
る
研
究
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
写
真
も
調
査
の

際
の
撮
影
で
あ
る
。

(
は
ら
だ

け
い
い
ち

史
学
科
)

一
九
九
七
年
一

O
月
一
六
日
受
理

文
学
部
論
集

第
八
十
二
号
(
一
九
九
八
年
三
月
)

七


